
- 1 - 

                                                   2024 年９月 27 日 

 豊岡市議会 

  議長 浅 田  徹 様 

 

議会広報広聴特別委員会 
委員長 前 野 文 孝 

 

 

委 員 会 調 査 中 間 報 告 書 

 

 本委員会に付託された調査事件について、豊岡市議会会議規則第 45 条第２項の規定

により、下記のとおり中間報告します。 

 

記 

 

１ 付議事件 

  議会広報紙の発行及び市民意見の聴取、並びに広報・広聴に関する調査研究等 

 

２ 委員会調査経過 

本委員会は、2023 年 11 月の臨時会において委員選出が行われ、新体制でスタートした。 

議会広報誌の発行にあたっては、今日までの取り組みに加えて様々な工夫を加えた。 

一つ目は表紙をこれまでの全面写真のレイアウトを改め、上下に無地の部分をつくり、議会

だよりのロゴの字体を替えるなど、現代風のすっきりとしたイメージに改めた。 

二つ目は、表紙と裏表紙では、市内の行事の様子などを撮影した写真を採用していたが、２

月発行の第 95 号より、市内で活躍しておられる団体を取り上げ、委員会メンバーで取材した。

表紙には活動の様子を写した写真。裏表紙には３枚の写真と活動内容の説明、団体の皆さんの

想いを記事として紹介した。これまでに「ドーナツの会」「有子山城跡を登ろう会」「か行庵」

を取り上げた。これは広聴活動的な意義もあり、大変有意義であった。 

編集にあたっては、掲載内容の確認のため、会議録と原稿のチェックを行い、記事の読みや

すさに留意しながら最終校正までの作業を行った。 

 

管外行政視察を 7 月 29 日から 30 日にかけて西脇市と徳島県勝浦町にて実施した。 

29 日に西脇市議会をたずね、特に議長を除く 15 名の議員が５班に分かれ、各班３名の議員

が市内行政区 20 カ所や各団体を巡りグループワーク方式で行われる「議会と語ろう会」などの

熱心な広聴活動を中心に視察した。市民の意見から議員提案で高齢者にタクシー500 円券を３

枚配布する事業や、バス路線の見直しが実際に行われ、市民の声を市政に活かされている活動

は大変参考になった。 

また、30 日にたずねた徳島県勝浦町議会では、住民に見てもらえる議会だよりを目指して改

善を積み重ねておられた。議会広報モニターや編集アドバイザーを配置して、まるで雑誌のよ

うな紙面づくりを実現されていた。さらには町民のみ参加する「オーバートーク」などの企画

を毎号実施され、議論の内容を詳しく紙面で取り上げるなどの工夫に驚かされた。（詳細は「行
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政視察調査報告書」のとおり） 

今回の視察で得られた成果から、11 月発行の第 98 号で「その後どうなった⁉」などの一部の

紙面をよりわかりやすくする予定である。 

今年もベテラン議員と若い議員の融合した委員会であったが、さらに女性議員も加わり、様々

な視点から活発に意見交換ができ、これまでの経験を活かしながらも、前例にとらわれない議

論ができたため、市民に親しまれる紙面づくりができた。 

 

 

【議会だよりの発行】 

 

○第 94 号（2023 年 12 月発行） 10 ページ 

 

〈表紙〉 日高ふるさとまつり 

 

〈内容〉 ・議長就任あいさつ 

・委員会構成 

・議員のプロフィール 

・委員会懇談会報告 

・会派の抱負・取り組み 

・政務活動費収支報告  

・編集後記 

 

 

 

○第 95 号（2024 年２月発行） 20 ページ 

 

〈表紙〉 リヤカーで野菜販売 ドーナツワークス  

〈内容〉 ・12 月定例会の報告 

・一般質問に 18 人 

・請願 

・委員会管内視察報告 

・委員会の抱負と課題 

・９月定例会・11 月臨時会の 

委員会意見と当局回答 

・あたたかな笑顔を訪ねて 

～ドーナツの会～ 

・３月定例会のお知らせ 

・編集後記 
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○第 96 号（2024 年５月発行） 20 ページ 

 

〈表紙〉 有子山築城 450 周年登山イベント 

      

〈内容〉・３月定例会の報告 

・一般質問に 18 人 

・陳情 

・12 月定例会の委員会意見と当局回答 

・委員会活動報告・管内視察報告 

・市長・市議会議員の同時選挙、議員定数に 

 ついての協議結果 

・意見交換会をしませんか？ 

・あたたかな笑顔を訪ねて 

～有子山城跡を登ろう会～ 

・６月定例会のお知らせ 

・編集後記 

 

 

 

○第 97 号（2024 年８月発行） 18 ページ 

 

〈表紙〉 八代地区で活動されている「か行庵」   

     の皆さん 

 

〈内容〉・６月定例会の報告 

・意見書・請願 

・一般質問に 16 人 

・３月定例会の委員会意見と当局回答 

・委員会管外視察報告 

・視察受け入れ状況 

・あたたかな笑顔を訪ねて 

  ～か行庵～ 

・９月定例会のお知らせ 

・編集後記 
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（今後の議会だよりの発行予定） 

○第 98 号（2024 年 11 月発行）  

 

〈表紙・内容〉 未 定 

 

 

 

３ 今後の課題 

現状の課題は 

① 発行日が議会開催月の翌々月でタイムリーでない。 

② 委員が毎年変わるため、広報に係る研修などにより資質の向上を図るとともに、広報編集

要領の共通認識による編集を行う必要がある。 

③ 市民に親しみやすい広聴活動を行う必要がある。 

 

今後の課題は 

① 市民から見やすく、興味を持っていただけるように議会だよりのデザインを見直す。 

② 可能であれば全ページフルカラー印刷の実施。 

③ ２か月遅れの発行を改め、よりスピーディーに発行できるような工夫。 

④ 徳島県勝浦町では、紙面のデザインや内容について編集アドバイザーからの指導を受けて

おられた。豊岡市議会でもこのような工夫を行い、市民により親しんでいただける紙面づ

くり。 

⑤ 開かれた議会を目指すうえで、西脇市のように市民との意見交換においてグループワーク

を取り入れるなどの運営方法の工夫。 

 

また、若者や女性にとって開かれた議会であるために工夫を凝らすべきである。さらに、ホ

ームページ等も活用する中、市民への詳細な情報提供、ＳＮＳも活用した情報発信など、タイ

ムリーな情報発信にさらなる検討・努力が必要である。 


